

















































































町田本（人） 上杉本（人） ひげの多少 年齢 身分
















































なし 黒 薄青 なし ささら 盈 口脇
?
中踊衆⑪備） 笠〔金ヵ） なし 笠頂につくりもの・縁に赤 なし 赤 白力
?
不明 不明 不明
⑫（鼓） 笠（金ヵ） 不明 笠頂につくりもの・縁に赤 なし 白ヵ 不明 鼓 不明 口脇
?












⑯〔神官） 烏帽∫・ なし なし 白の水f 御幣 不明 不明 白力





















役　　割 種類 笠下手拭 前垂 小袖 その他 持ち物 髪形 ひげ
まわりの衆①③④⑤⑧ 笠 白無地力 黒力 ○ ささら
?
口脇
鰯 笠 白無地力 黒力 ○ 覆面 ささら ? 不明中踊衆　　⑨（笛） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 ? 不明 不明
⑩（鼓） 烏帽子 なし なし ○ 肩衣袴 鼓 不明 不明
⑪（鼓） 烏帽子 なし なし ○ 肩衣袴 鼓 不明 不明
⑫（太鼓） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 太鼓 不明 不明
⑬（太鼓） 笠 なし なし ○ 肩衣袴 ばち 不明 口脇















段 人数 性別 笠色 手拭色 服 髪形 持ち物 動作
右 1 上 2 女
? ?
小袖 不明 五条橋を渡る
〃 1 下 1 〃 〃 〃 〃 束ね髪 赤ん坊 だっこ 紙園会見物
〃 1 下 3 〃 〃 ? 〃 〃 祇園会見物
? 2 下 1 〃 〃 〃 ? 〃 町中を歩く
? 2 下 1 〃 〃 ? ? 〃 団扇 町中を歩く
? 4 上 2 〃 茶 〃 ? ? 参詣人
〃 4 上 2 〃
?
〃 〃 不明 吉田在所、農家の庭を歩く
〃 5
? 1 〃 ? ? ? 垂髪力 赤ん坊 馬上・だっこ 旅人（従者、前後1人ずつ）
〃 6 上 2 〃






? 束ね髪 赤ん坊 おんぶ 町中を歩く
〃 1
?
1 〃 ? 〃 ? 不明 町中を歩く
〃 2 下 1 〃 〃 〃 ? 〃 団扇
? 2 下 1 〃 茶 〃 ? 束ね髪
数珠持つ老女と同行
? 4 上 3 〃 〃 茶 ? 〃 参詣人（嵯峨釈迦堂）
〃 4 上 1 〃 〃 ナシヵ 〃 ? 参詣人（北野経堂）
〃 5 上 2 〃 〃
?
〃 〃 渡月橋を渡る
〃 5 上 1 女力 不明 昌無不明 〃 不明 渡月橋を渡る
〃 6 下 1 女
? ?
〃 〃 讃州寺門前で立ち話















扇 段 人数 性別 笠色 手拭色 服 髪形 持ち物 動作 足元
右 1 1 3 女 茶
?
被衣 垂髪 歩行 参詣（清水寺舞台）




小袖 不明 歩行 五条橋を渡る




小袖 不明 杖力 歩行 五条橋たもと、納涼ヵ
? 2 1 1 子供 茶
?
小袖 不明 歩行 五条橋たもと、納涼ヵ
? 2 1 1 ? ? ? 小袖・袴 不明 ’零（左）・？（右） 歩行 五条橋渡る、刀差す
〃 2 1 1 女ヵ なし
?
小袖 束ね髪 座る 二軒茶屋の腰掛、笠ナシ




小袖 不明 歩行 紙園参詣
〃 2 3 、3 女 うす茶
?
小袖 不明 歩行 長購堂、鉢タタキを見物
〃 2 3 ? 不明 茶
?
小袖 不明 歩行 大政所門前に立つ
〃 3 2 1
?
茶 赤 小袖 不明 扇（白） 座る 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 2 1
? ? ?
小袖 不明 歩行 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 2 ? 子供 茶
?
小袖 不明 歩行 鴨川沿い、相撲見物
〃 3 3 2 女
? ?
小袖 束ね髪 笠（被らず） 歩行 山王社近くの町屋の女と話す
? 3 3 3 女 うす茶 白「 被衣 垂髪 歩行 山王社近く、室町通、被衣下手拭ヵ
〃 3 3 3 女 茶
?
被衣 垂髪 歩行 四条室町、鶏鉾見物




小袖・袴 不明 扇（金） 駆け足 四条室町、鶏鉾に向かう
〃 3 4 1
? ? ?
被衣 垂髪 馬上 西洞院通、旅行者









小袖 不明 輻鼓（左） 歩行 西洞院通




小袖 束ね髪 杖（右） 歩行 西洞院通




小袖・袴 元結 笠（被らず） 歩行 蓼倉、茶屋前の旅人、刀差す
〃 4 1 1
?
なし 赤 小袖・袴 元結 歩行 蓼倉、茶屋前の旅人、刀差す
〃 4 3 1
? ? ?
小袖 不明 歩行 六角堂横、参詣
ク 4 3 i 女 茶
?
小袖 不明 歩行 六角堂横、参詣
ク 4 3 1 女 茶 白頭巾 小袖 不明 笠 歩行 六角堂横、参詣
〃 4 3 1 女
? ?
小袖 不明 かがむ 三条通、子供の小便を窺う
〃 4 3 2 女 うす茶
?
小袖 不明 歩行 室町通、算置きの客
〃 4 4 1 女
? ?
小袖 不明 歩行 四条坊門通、振り売り
〃 4 4 3 女 うす茶
?
被衣 垂髪 歩行 新町通
左 1 2 1
? ? ?
小袖・祥 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ
〃 1 2 1 男こどもヵ
? ?
小袖・羽織 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ
〃 1 2 2
? ? ?
小袖・羽織・袴 不明 歩行 紫野、花見の一行ヵ




小袖 不明 歩行 上賀茂社参詣、男2人の案内
〃 1 3 1 子供
? ?
小袖・袴 不明 烏竿 鳥刺 上賀茂社周辺、竿は2人で1本
〃 2 1 1 子供
? ?
小袖 不明 歩行 千本えんま堂念仏狂言見物
? 4 1 3 子供
? ?
小袖 不明 歩行 広沢の池近くで勧進聖を見物
〃 5 1 2 子供
? ?
小袖 束ね髪ヵ 歩行 天龍寺に参詣ヵ
〃 5 1 1 子供 なし
?
小袖 束ね髪ヵ 包（茶色） 頭上運搬 渡月橋を渡る
ク 5 1 2 子供 うす茶
?
小袖 束ね髪ヵ 歩行 渡月橋を渡る
ウ 5 2 1 子供、
?
なし 小袖 束ね髪ヵ 笠ヵ（首に） 歩行 誓願寺参詣（老尼の供）
ク 6 1 2 子供
?



















段 人数 性別 前垂色 服 髪形 持ち物 動作 運搬法
右 2
?
1 女 黒 小袖 束ね髪 水差し 運搬 片手 町中を歩く
〃 5 上 1 〃 〃 〃 〃 かがむ 穀物を天日に干す、親子
左 1
?
1 〃 ? ? ? 赤袋力 運搬 両手 南御所内
? 2 下 1 〃 〃 〃 ク 赤袋 運搬 頭上 光照院殿門前
? 2 下 1 〃 〃 〃 ? 歩行 上立売室町、町中に立つ
〃 4
?
1 〃 〃 ? 〃 箱・徳利 運搬 頭上 小川、町中を歩く
〃 4 下 1 〃 ? 〃 ? 籠力 運搬 頭上 今出川、町中を歩く
〃 4 下 ’1 〃 ? ? 〃 干す 今出川、裏庭で洗濯物を干す









扇 段 人数 性別 前垂色 服 髪形 持ち物 動作 運搬法





? 1 3 1 ク ? ? ケ 重箱 運搬 頭上 六条東洞院、昼飯持、子供連れ
〃 3 4 1 ? ? ク 〃
?
紙漉 両手で支える 西洞院通、町屋前に立つ
? 3 4 1 男力 ? 〃 ? 子供 おんぶ 西洞院通、町屋前に立つ
? 3 4 1 女 ? 〃 〃 歩行 西洞院通、橋を渡る、親子
〃 4 3 1 ク
?
〃 不明（桂包） 客引き 室町通、長い前垂（胸部も覆う）





ケ 5 1 1 ク 〃 ク 〃
?
脱穀 両手で持つ 吉田在所、束ね髪に手拭被る女2人
ク 6 1 1 ク ? ク 不明（赤手拭） 脱穀 吉田社近くの農家、束ね髪の女2人? 4 2 1 〃 ? ク 束ね髪 店番 飛鳥井家近く、魚屋の店先に立つ
ク 5 3 1 〃 赤 ク ク 盆 運搬 両手で持つ 徳大寺殿近く、町中を歩行
































































































































































































種類 笠下手拭 その他の装飾 腰巻 小袖 その他
持ち物
まわりの衆①⑩ 笠（緑） 白無地 笠頂に花（赤）
?
白無地 編木 束ね髪
翻 笠（緑） 白無地 笠頂に花（白） ? 白無地 編木 束ね髪翻 笠（緑） 白（端に赤線） 笠頂に花（赤） ? 白無地 編木 束ね髪④⑫ 笠（緑） 白（端に赤線） 笠頂に花（白） 赤 白無地 編木 束ね髪
⑬ 笠（白） 白無地 笠頂に桶（白）
謔ﾁ手に花（赤）
なし 白（赤格子） 編木 束ね髪
⑭ シャグマ（赤） なし シャグマ頂に蝶（銀） なし 水色 肩衣袴（赤） 花枝（白） 不明
中踊衆⑮（娼鼓） 笠（緑） 白無地 笠頂に蝶 赤 白（赤格子） 綿鼓 束ね髪
⑯（鼓） 笠（白） 白（端に赤線） 笠頂に鳳風 赤
?
鼓 束ね髪
⑰（鼓） 笠（金） 白（端に赤線） 笠頂に鳳風
?
赤無地 鼓 束ね髪
⑱（太鼓） なし なし なし 褐色 白無地 太鼓 垂髪
⑲（太鼓） 笠（赤） 白（端に赤） なし 自無地 緑 ばち 束ね髪
⑳（神官） 立鳥帽子 なし なし なし 水干（褐色） 御幣 不明
⑳（田主？） 折島帽子 なし なし なし
?
まわし 黒塗傘 不明
象巫女？
量ではない。女性の束ね髪は男性のひげと同様、性を区別できる。
　再三述べた通り、黒塗傘を抱える男は田植の田主かと思われる。また前傾姿勢、笠と笠下手拭、そ
して楽器類（鼓・太鼓・鞘鼓）も町田本と一致する。逆に町田本と異なる点の腰巻・びんざさら（編木）
が上杉本の特徴である。町田本の方がより田植に近いのではあるが、私は上杉本風流も田植を材料と
して風流踊に取り入れたものとする。この場面の季節を春とする説があるが、右隻第2扇という位置
から、あるいは同じ扇に7月前半の祇園会の模様が描かれている点から、さらに見物人が団扇を用い
ている点から、季節は夏としなければならない。むろん、洛中の風流踊は7月の後半期に集中する事
実からも断定できる。春とする根拠は踊手たちの花からの連想だろう。花があるからといって春とは
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図9　　上杉本の函谷鉾 図10　　上杉家の袴鉾
限らず、田植の芸能の一種に花田植がある。つくりもの
の花笠をつけて秋の豊作を祈願する予祝的芸能である。
上杉本はこれの源流に近いものではないだろうか。この
点に関しては未考である。
　図9・10は上杉本中の祇園会山鉾内の模様である。
函谷鉾内に束ね髪をした女性が数人見える。鶏鉾内にも
同様の束ね髪姿が認められる。彼女たちの衣服は小袖で
ある。また山鉾に走り寄る女性（右隻第3扇下段、図11）
は袴をはいている。前代なら袴を着ける女性も多く見ら
れたがこの時代は小袖中心で、女性は着流しがほとんど
であった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図11　上杉家の袴をはく女性
　彼女は笠と笠下に手拭を着ける女装の風俗をするが、袴をはくゆえに男装であるといってもよ
い。（45）女人禁制といわれる祇園会だが、これらの画像を発見することによって、戦国期の女性の活
動的な様子が窺える。祇園会は風流踊と同様、異装の宝庫である。祇園山鉾に従う男たちは、赤や金
　　　　　しころなどの笠と鞠を併用する。（46）これらは祭礼用であって、上杉本の笠の上のつくりもの、鳳厘い蝶
なども同様（風流踊用）である。山科言継のように前の日になってから慌てて「女官の単」を用意する場
合もあるが、風流踊の装束は祭礼用にわざわざ前もってこしらえるものが多い。その最たるものが、
灯籠である。大灯籠を頭の上に戴いて踊るのは、少し後の時代だがr時慶卿記』や『兼見卿記』に詳しい。
明夜仕立之事ス・シノ帷モロウス、白ススシノ前垂絵之、黒帽子、赤キ頬カウ、小団扇金、灯炉
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之役者一人召具、ス・シノ
　ママエ
惟、金蘭前垂、（47＞
　京都市左京区久多では、
毎年8月23日に花笠踊を行慧
う・その花笠づくりは8
15日に行い、下準備はその
年の正月から始めている。
この踊の踊手が持つ花笠と幾
いうのは、蝋燭を中に灯し
て周りをつくりものの花で
飾るという古い形を残して
いる。この久多の花笠踊や　　　　　　　　　図12　　　　　十二月風俗図
八瀬の灯籠踊（48）は、以前は灯籠を頭に戴いて踊ったといわれている。『十二月風俗図』（図12）
や上杉本の踊手は水桶を頭上に掲げる。この、灯籠ではないが、桶を頭上運搬する所作が、灯籠
踊に引き継がれ、あるいは洛中洛外図のま．わりの衆の笠（花笠）　と結び付いて、久多の花笠踊
が生み出されたのである。（49）
　風流踊の踊手が男性の女装によって特殊な空間を作り出していたのに対し、祇園会では一般庶
民の女性が祭礼に参加するという、これまた「先代未聞」な情景を目の当たりにして、宗教的な
色彩を払拭しようとする民衆の姿が現れる。男たちは女装をし、女たちは女の服を着たまま、ど
ちらも7月の行事に参加した。不充分であるが風流踊の服飾を検討して女装との結論を得たので、
ここで改めて女装の意味を考えてみたい。
　まず、女装の意識があったかなかったか。天正以降の「かぶき踊り」の意図的な男装よりは、
’町田本・東博模本を見る限りは「意識」という点で、薄かったと思われる。早乙女・昼飯持の服
飾を用いた時点で、女の服を着るという認識はあっただろうが、小袖それ自体が男女兼用の服で
あったという下地があるから、女装にそれほどの抵抗感がなかったのではないか。すでに笠・笠
下の手拭風俗が上杉本で男性に使用されつつあり、前垂も江戸期に男性にも使われる風に変わっ
ていくのを見ると、当初、女性特有のものであろうとなかろうと関知せず、新しいものは取り入
れようという先取り精神が見え隠れする。
　最後になぜ風流踊に女装が採用されたか。これは女装というよりも、田植の田楽の印象が強かっ
たため、田植の意匠を採用するのに重点が置かれたせいである。しかしながら田植を風流踊に持
ち込む例が、多かったのはなかなか示唆に富む。もはや稲作の余地もない洛中では、昔の盛大な
田植を思い起こさせる風流が受けたのである。また大勢の早乙女の並び立って作業に専念するさ
まが、輪踊をもたらす一要因にもなった。京中の貴賎が田楽を殊の外好んだのは、永長の大田楽
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で証明されている。このとき以上の流行が洛中の風流踊といわれて久しいが、風流踊を受け入れ
る下地がすでに田楽に親しんでいたがために、形成されていたのである。そして田植時の女性の
役目、早乙女・昼飯持はその空間の見せ場を演じる主演女優である。男性は決して自分に回って
来ない主役の座へのあこがれと、在りし日の田植への郷愁をもって、田植の風流を望んだのであ
る。
　女装が採用される場は、祭礼の場にという意識は強かったに相違ない。逆にいえば女装が許さ
れるのは祭礼空間だけである。男女兼用になる前に最初の段階で女装する機会が、祭礼であり、
祇園会であり、風流踊であった。風流踊は種々の趣向（風流）を凝らす踊であるのだから、あら
ゆる芸能の側面を含んでいる。それゆえに熱狂的に、庶民のみならず、公家にも武家にも流行し
たのである。
（1）
（2）
））?（（
（5）
（6）
（7）
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　　上杉本の風流踊に触れる。『日本芸能史』第4巻「中世一近世」（法政大学出版局，1985）1章3節「風
　　流踊」（山路興造執筆）が一番わかりやすく詳しい。
（9）佐竹昭広「絵を見る人あれども　　標注抄記一」（佐竹昭広・岡見正雄編『標注上杉家本洛中洛外図』
　　岩波書店，1983）
（10）
（11）
（12）
（13）
『言継卿記』（国書刊行会，1915）
町田満次郎氏旧蔵本。現在国立歴史民俗博物館所蔵。六曲一双。大永年間の京都の様子を描いたとさ
れる。武田恒夫「洛中洛外図とその展開」（京都国立博物館編『洛中洛外図』角川書店，1965，所収）
に町田本景観年代についての詳しい解説がある。
東京国立博物館蔵。江戸時代の模写本，紙本淡彩。屏風形式でなくメクリと呼ばれる一幅ずつに描か
れ十二幅あったが、右隻の第5扇が現在失われている。景観構成の点で町田本と上杉本との中間に位
置するといわれ，天文期頃の京都を描く。図版は辻惟雄編『洛中洛外図』（至文堂『日本の美術」121
号，1976）による。
旧上杉隆憲氏蔵本。現米沢市蔵。六曲一双。景観年代がまだ未確定であるが，天文14年から18年とい
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（14）
う説が有力である。景観年代に関しては高橋康夫『洛中洛外一環境文化の中世都市』（前掲註1）
に詳しい。なお本文中の町田本・上杉本の図版は，すべて小学館『洛中洛外図大観』によった。
例えば上杉本右隻第2扇中段の遊楽に行く集団は全部で10人，うち被衣姿が6人であるが，被衣姿2
人ずつ2組同衣装があるのみで，ほかは文様が異なる。
（15）東京国立博物館蔵。第1扇下方に風流拍子物と呼ばれた正月の松拍子が描かれる。図版は，小学館『近
　　世風俗図譜①年中行事』（1983）から採用した。
（16）神奈川・山口家蔵。折本画帖装。7月に風流踊図がある。図版は前掲書『近世風俗図譜①年中行事」
　　　から採用。
（17）　従来，町々の名を冠す踊りは，町衆主催と言われてきたが，「鳥丸躍」に関する限り公家主催である。
　　　（守谷前掲論文，註8）
（18）
（19）
（20）
（21）
（22）
（23）
（24）
（25）
（26）
（27）
（28）
（29）
（30）
（31）
『言継卿記』永禄13年8月8日条
小学館，1987年，町田本・上杉本・舟木本に分冊。
黒田日出男「『髭』の中世と近世一髭から何がわかるか一」『週間朝日百科日本の歴史別冊歴史の読
み方1，絵画資料の読み方』（朝日新聞社，1988）所収
なお，東博模本に限ってカラーではなく，白黒のみしか見る機会が得られず，よって表3には色の要
素は掲載できなかった。
上杉本では被衣女性のうち，笠・手拭をかぶっている者が数例見られる。彼女たちの何人かは顔を隠
すために，手拭を口元に持っていくが，秘面には被衣で十分であると思われる。手拭と被衣がセット
になるのは夏だから，やはり汗拭いが本来の目的だろう。
手拭の用法は，江馬務「手拭の歴史」（『著作集』巻4，中央公論社，1976）に桂包・捕縛・入浴・汗
拭・錠に括る・手水が挙げられる。この中で外出の際の女性が活用する用法は桂包・汗拭が考えられ
る。しかし，笠との併用を考え合わせると，桂包の目的（髪の乱れ防止・頭上運搬時のクッション）
は除外される。
前掛けを指すが，古辞書（『書言字考節用集』『倭訓栞』『塘嚢抄』）に「マヘダレ」とあり，当時の記
録，また江戸時代全般を通して前垂と呼んでいるから，この語を使用することにする。
右隻第3扇下段のおんぶをする者を，顔色・顔の輪郭などから表7で「男ヵ」としたが，むしろ，子
守の役目・束ね髪・服色から少し年のいった女性と考えた方がいい。
舟木家旧蔵本。現東京国立博物館蔵。六曲一双。慶長末年の景観を描く。
　『甲子夜話』（東洋文庫『甲子夜話1』，1977）
黒田日出男「地獄の風景」（『姿としぐさの中世史』所収，平凡社イメージリーディング叢書，1986），
保立道久「娘の恋と従者たち　　『粉河寺縁起』を読む」（『中世の愛と従属」所収，平凡社イメージ
リーディング叢書，1986）
　『嬉遊笑覧』（日本随筆大成第2期別巻『嬉遊笑覧』上巻）
　『信貴山縁起絵巻』では水汲み，菜摘み，台所仕事，瓜採集などの家事労働に従事する場面で下仕女
が摺を腰にまとう。
図版は『職人尽図j（埼玉新聞社，1981）
（32）上杉本右隻第1扇下段（黒前垂），同本左隻第1扇中段（前垂なし），同本左隻第2扇上段（前垂なし）。
（33）　松村博司『栄華物語全註釈』。なお『栄華物語」絵入り九巻抄出本（刊行年月日不明）に田植の図が
　　　ある。
（34）特に糊造り，井戸の水汲み，洗濯などの液体の汚れ防止と，田圃のぬかるみ防止との類似点に気を付
　　　けたい。
（35）　『史料大成』
（36）　史料中の「誇りて」は，『言継卿記』大永7年1月15日条「三毬打ほこらかされ候」と同様難すさま
　　　をいったのだろう。
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（37）
（38）
（39）
（40）
（41）
（42）
（43）
（44）
（45）
（46）
（47）
i嘉保3年（1096）7月12日条
『史料大成』
個人蔵。図版は「週刊朝日百科日本の歴史第2巻中世の村を歩く」より採用。
東京大学史料編纂所蔵。なお『たはらかさね耕作絵巻』（東京大学史料編纂所蔵）・『会津農耕図屏風』
（会津酒造歴史館蔵）にも田植図が描かれる。
守谷毅は「鐘鋳」とともに「田うへ」が天正狂言本に題名が見えるのを根拠に，狂言に依拠したもの
で，どちらかといえば中踊衆が演じたとの考えを述べられている（前掲註8「洛中の風流踊」）。
『大館常興日記』天文9年7月16日条（『史料大成』）
『言継卿記』天文21年（1552）7月24日条
『同上』天文22年7月21日条。但し，能の紅葉狩りから採用した風流という考え方をすれば，格別年
中行事にこだわることはない。
後ろの男性が差しているのが見えている可能性もあるが，脇差が認められる。
上杉本右隻第3扇中段（2名），下段（8名）。
『兼見卿記』（静嘉堂文庫蔵）天正14年（1586）7月11日条
（48）京都市左京区八瀬で毎年10月10日に行われる。風流灯籠を，少年がかぶるのみで，踊に用いていない。
（49）　桶を『職人尽絵屏風』の昼飯持が持っていた点，昼飯持が運搬をする女性で頭上運搬が多い点，この
　　　2点から桶を戴く服飾も田植の昼飯持の服飾から派生したと私は考えている。
なお，本稿は，1990年度修士論文の一部をまとめたものである。
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